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ホルモン委員会
いいんかい

③テーマに合わせて形成したチーム活動

邊見 勇輔

取り組種別 課題達成型

邊見勇輔（看護師）

小松 雅弘

平山 美和 管理栄養士

大橋 和枝 介護支援専門員

木村 恵美 介護福祉士

看護師

介護福祉士桶谷 雅志

佐藤 祐一 理学療法士

介護福祉士

介護福祉士

髙橋 直也

加美山 裕

菅原 由希恵

令和５年1０月～

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標）バイタリティーインデックス7点以上の割合

（目標値）令和５年10月末までに８０％以上にする

①日光浴を取り入れたリハビリの介入
②役職者が鈴木院長の講義内容を自部署のスタッフへOJTする
③アロマの実施
④就寝の音楽

（実施前）・バイタリティーインデックス7点以上の割合は６０％
　　　　　　・幸せホルモンの分泌を意識したケアと日光浴を意識したリハビリについては行っていない
　　　　　　・幸せホルモンの知識が低い
（実施後）・バイタリティーインデックス7点以上の割合は８０％
　　　　　　・イブニングケアマニュアルの作成と日光浴を意識したリハビリの実施
　　　　　　・幸せホルモンの勉強会の実施

標準化：マニュアルを作成し、1年に1回以上運営会議で役職者で見直す
教育：ケアとリハビリマニュアルを毎月介護主任とリハビリ課長が看護と介護、リハビリ職員に指導する
管理：半年に１回バイタリティーインデックスを用いてリハビリ職員が介入時に評価する
実施状況のチェック：関連マニュアルを1年に1回運営会議で役職者全員で確認する

木村
きむら

恵美
えみ

  （介護福祉士）介護老人保健施設しおん

⑥その他

④その他

リーダー名
（職種）

回

活動期間
介護福祉士

調理師

施設名

演題名 愛情を持った親身な対応による幸せミックスホルモンの分泌

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

幸せホルモンについての知識が乏しかったため施設全体で取り組み幸せホルモンを増やすケアを目指した。

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 4

若山 浩幸 支援相談員


